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昭和4647月建設調査費議決         昭和56年9月幼児病棟開設
昭和47年7月建設地を小樽市に決定      昭和57年10月外科系2科関設
昭和48年3月小樽市銭函に用地取得      昭和62年1月紹介型病院の指定
同 年4月小児センター設立準備室設置  平成5年3月MRI棟増設
同 年7月医療法による開設計可      平成H年3月本館耐震工事終了
同 年11月小児センター起工式       平成12年10月新生児特定集中治療室許可
昭和51年7月小児センター本館完成      平成13年4月相談室開設、理学療法士配置
同 年10月看護婦宿合完成         平成14年4月眼科開設
昭和52年6月小児センター落成式       平成15年3月北海道立小児総合医療・療育センター
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幼 児 病 棟
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管 理 部 P3
諸 堂
生 理 検 査 室
エツクス線撮影室
























設 備 名 設 器備 械 数量 型式及び性能
空i13換気設備
チーリングユニット型冷凍機
ク ー リ ン グ タ ワ ー
給湯設備・プレー ト式熱交換機
給湯設備・プレート式熱交換機
空     調     機



























電 気 設 備
高 圧 屋 外 キ ュ ー ビ ク ル
高 圧 屋 内 キ ュ ー ビ ク ル
高圧 進 相 用 コ ンデ ンサ ー
自 家 発 電 装 置
直 流 電 源 装 備
昇 降 機 設 備
構 内 電 話 交 換 設 備
拡 声 放 送 設 備


















ブラシレス発電機 6.6 KVA・1000 KⅧ
サイリスタ式整流器 鉛蓄電器400AH
エレベーター      3台
ダムウェイター     3台
外線7回線 内線136回線
親時計 水品発振式4回線
































































ドレー ゲル ベビーログ8000 HFV


















アトム  V-3600 NICU
アトム  V-505HL


















日本アルコン オキュ トー ム1800D
カールツァイス 6SFR























































































































































































































































′電子 カディマックス FX 3301







































湯山 集塵装置付両面 К 1800釧酬





ユヤマ К IIR 5JC
サクラ ウルトピア uP Ⅱ
サクラ FYA 100SL
日本エアテック ∬C1600M
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所 長 ,一一 冨1所長








総 合 診 療 科
感 染 免 疫 科
循 環 器 科
血 液 腫 瘍 科
神  経  科
内分泌代謝科
新 生 児 科
精  神  科
理 学 療 法
ガヽ 児 外 科
心臓 血管外科
脳 神 経 外 科
眼    科
放 射 線 科
手  術  室
麻  酔  科
集中治療室OCU)
中 央 材 料 室
一 般 検 査 室
生 理 検 査 室
生化学 検査室
細 菌 検 査 室
血 液 検 査 室
血 清 検 査 室
病 理 検 査 室
写 1真 室
外  来  棟
新 生 児 病 棟
乳 児 病 棟


















































































































































































































































































斎 藤 哲 哉
皆 川 公 夫
斉 藤 哲 夫
川 名   信
横 山 繁 昭
高 桑 麗 子
老   克 敏
渡 邊 俊 文
伊 藤 若 子
笠 井 幸 子
佐 藤 順 子
大 滝 恭 子
社 内 富 子
























































































理 学 療 法 士
栄  養  士
看 護 職 員
事 務 職 員
電 気 技 術 員
臨床工学技師
写 真 技 術 員







































































































































・病を持つ こどもと家族が 安心して利用できる 施設をめざします

















































































を持つ こどもと家族が 安心して利用できる 施設をめざします















































(オ)情報図書委員会 (事務局 :総務課) 申請実績なし
(力)所内広報委員会 (事務局 :総務課)































































平成15年度の教育実習は以下のとおりである。                 (総務 木下)
(ア)札幌医科大学医学部学生 :小児科、小児外科、脳神経外科および麻酔科 (通年、延べ9名)
(イ)衛生学院学生 :小児看護実習 (5～9月 43名)、 臨床検査教育実習 (6から10月 7名)
|      (ウ)市立小樽高等看護学院学生 :小児看護実習 (9月 32名)
:      (工)札幌医学技術福祉専門学校学生 :臨床検査教育実習 (4～9月 2名)
(オ)藤女子大学人間生活学部学生 :栄養教育実習 (5月 4名)
(力)国立仙台病院附属リハビリテーション学院 :理学療法教育実習 (6～10月 2名)





道 内 道外 道 内 道外 道内 道外
年度 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数
Hll 1 5 5 32 10 201 1 1 3 18 4 ?? 24 314
H12 1 10 7 28 6 104 0 0 1 3 2 163
H13 2 20 3 ?? 159 0 0 7 59 3 13 31 256
H14 3 8 0 0 9 19 1 1 3 23 4 9 20
H15 2 6 0 0 4 ???? 0 0 40 ?? ?? ??
イ Tmor Bcard〈腫瘍症倒検討会)
第33回TumOr Bclard(平成15年4月4日)から第51回(平成16年3月22日)まで計38症例の小児腫瘍症例に





薬 事 委 員 会
薬事に関する事項について所長の諮問に応じて調査審議し、その結果を報告し、
意見を建議する。









情 報 図 書 委 員 会 情報処
理および図書の管理運営に関する事項について所長の諮間に応じて調査
審議し、その結果を報告し、意見を建議する。





防 災 対 策 委 員 会 防災管理業務の適正な運営を図ることを建議する。
診 療 委 員 会
診療業務等に関する事項について所長の諮問に応じて調査審議し、その結果を
報告し、意見を建議する。
















医療 機 器 整備 委 員 会 医療機器器具の整備に関して、必要な事項を審議し、意見を建議する。
安 全 衛 生 委 員 会
北海道職員健康管理規定第23条の規定に基づき、小児総合保健センター職員の
健康の保持・増進及び健康障害の防止に係ることを審議する。












































外 来 収ヽ 益 225,4776 5% 249,1127 3%110 5% 258,7157 4%103 9%
その他医業収益 2,6210 1% 3,02301%115 3% 2,7090 1%89 6%
計 1,835,64752 6%1,697,66450 0%92 5%1,716,05149 1%101 1%
医 業 外 収 益 1,651,93147 4%1,698,85150 0%102 8%1,782.85251 0%104 9%
う ち 一 般 会 計
繰  入  金 1,574,30545_1%1,672,3954  2%106 2%1,691,9864 .4%101 2%







給 与 費 2,073,24259 8%1,929,0865  3%93_0%1,914,98355.7%99 3%
材 料 費 624,2158 00/ 604,40118 3%96 8% 623,66118.1%103 2%
経 費 510,32914.7% 549,80516.6%107_7% 661,75019 2%120.4%
計 3,207,78692.6%3,083,29293.2%96_1%3,200,39493 1%103 8%
医 業 外 費 用 256,3807.4% 225,0636.8%87.8% 237,7416 9%105.6%
特 別 損 失 0 0 0 0% 0 0.0%




全 体 23,412 88,160 376_6% 60,768 68 9%
自 己
(除一般会計練入金 )
Zゝ1,550,893 ∠ゝ1,584,235 102 1%∠ゝ1,631,218 103.0%
自 己 収 支 比 率 55.2% 52_1% 52 6%




























入 障 2,281 2434 2,369 23m 2,42 2272 2487
“
圭 919 939 929 1,039 1,031 902 9錦
1日平均
入院 76 0 7&5 790 758 78 5 75 7 802




初 診 料 388, 3al 35ζ070 355,020
“
ζ9al 432,710勁 390 圏 , 660
再 診 料 1,1,ヽ0101,121,4901,1鈍知 1,am 1,幅 ,翻 1,011,910,05Q210
指  導 料 1,&も,3101,61■050 1,793,410,鴎290 1,745,3801,Q躙 1,74Z580
在 宅 料 8,4960Zまn340ζ必 ,820Z″生870 8,532,440ζ&E6Ю7,毬580
薬 料 4繁ヽ070 4542,31048戦劉 5,慇,01046n404 913 7KXl3716,lXD
注 射 料 9,ぁ)axl&47&2∞lQ IX11,81011,電 m ■152,GЮζ WS,4101,733,050
処 置 利 40B囲ユαは940 ユ1硫0∞ 5,mζ 370■691,6■l 415Z夕Ю 48鮨,800
手術・ 麻酔料 篭 喘 囲 畿 4■9804乳98044■9al篭 眺 ,6"37,11&2al畿 W,670
検  査  料 ll1 7■640lQ 86Z 4al11,912,まЮ 11,421,74011,2 4al11,3145∞11,458,040
画 像 診 断 料 91鯰450lQ 39Z制■621,690lQ鍮、990lQ略7al ■076.6ЮlQ 990,220
療養担当手当 節 7ヽ20 0 0 0 0 0 0
入 院 料 寃 34Z51053,0429705287,9105 ,12町410■ 921,1∞£ 鍛 芳71Xl5141,380
食 事 療 養 費 2,98Z7003,281,&Ю3,418,3klよχ80"&313080&褻,4103,6蠍110
そ  の 他 電 鶴 10&IXlloζ axl 112&Ю 117,観 8厖生llXl 110,150







入陪 51,107 狙 721 5t l12 乳 156 4Z768 51,08051,59
外来 a459 2滋 21,967 21,α慇 2537 a犯 a390
、 20 -
H15 11H1512116 1H16. 2H16 3平成15年度計 平成14年度計 平成13年度計
30 31 31
"
31 366 365 365
18 19 19 19
?
? 244 27 器
2481 2416 2363 2183 2,371 28,439 λ 獅 30, 299
849 91Xl 884 761 1,lXl 11,126 11,132 12,486
827 77 9 762 75 3 76 5 77 7 &13 830
47 2 47 4 465 401 49 5 45 6 451 512
蕊 290 鍋 ,1211 蝸 180 32,980311,4Ю4 193 1Hlt知,370 4441,6Ю
鍵 圏 1,0138801,012 GЮ885,lm 1,鶏680 12α勇990 12,〔
"Xゝ
410 13,43,830
1,鶴870 1,784,2201,807,8501,740,0402,1■閲 21,51,170為 畑 ,940 21,軽ヽ270
ζ鶴、3∞ 7,戦llal &755,醐&剛,6808,地閣 %,54ζ640 畿 Щ 4Jl 亀 劉 蜘
4職7al 5,∞3710ユ0路,3"49",0204g洩840 砒 0埼欄 眩 073,590乳 8地790
11,"358011,職610 8,889,680lQ 597,490H,はヽ9η 12Q職710 101,5%,63111 5,14翻
■7颯7al 4"232114,相4 1ell494開ι機,知 巴 49Z llal軋 Ю8,610R,1眩660
亀 1亀71021■14041,033,99041,454670巴 職 蜘 想 7ゝ2,84041Q1931m436,911,7m
11,113590H,1路590lQ濃,7Ю lQ l亀7m128独2Ю 135,6%,2511142鴫5Ю 1∞,“1,2Xl
&7n2Ю■14 axl&α2510ζ熱 、680lQ 4■6al ■48■970 112173510129,757,780
2【ヽ 810 劉 翻 犯 840 鶏 080 乳 980 1,658,9601,ηζ 760 1,I跳、510
51,馬Q7902堕 48051,613 αЮ 亀 畿 lHl眩 狙 96061Q892,ⅨЮ 鴫 町 420 675,736,020
a ttn 91xl&勁470 3,5霧,930&2■5gl &37Z IXXl幾 勁 370 ■ 91Q98038,797,520
亀 3Xl 蜆 翻 91,優Ю 阻 700 11●llXl 1,221,8001,畿880 1,499,1∞
14町71Q61051,1社鋤 146,“Q59014職蜘 14■4190901,741,27,1101 ①2213劉1,m,乳620
m9ol 鴫 944 2275 騎,428 51,294 51,987 £ lD5 亀 翻




月,」 H15 4H15 5H15 6H15 7H15. 8H15 9H15 10













新生児病棟 側 690 646 713 707 7∝ 723
I C U 139 142 ?? lЮ 145 134 153
乳 児病 棟 782 797 797 783 72 806
幼 児 病棟 7_n 漸 779 786 797 鍋




初 診 料 148,3Xl 114430144580143,540127,7ul135,880 116,490
指 導 料 252,2CXl24翻 簗 7ゝ00 193,200227,80021,GXl 192,300
在 宅 料 儡 2Xl 19■駁Ю 514490162,200器 , 鰤 274,5002角8, aXl
薬 料 7呟6" 鴫 2al 1,3■5■l 1,379,110981,llal1,MQ 210,631,910
注 射 料 Q漱,4∞ 3422,3輸9,mQ 68011,276,7909, 31,470ζ&2 axl11,354,080
処 置 料 &977,19047∝0∞ 4,901,IXl4925,1∞4,433,9al3,813,9704471,890
手術・ 麻酔料 畿 鴫 69035,37ζ920Ю,361,9504447,9al32,労%捌 3Z lll,170畿 518,640
検 査 料 Q an 940ζ4独9108,%24ЮZ167.8307,21∞Z7硫8節 7,676,840
画 像 診 断料 Q&n gxlZ 統3706,%3260ζ129,llal6,4嬌,7∞ 5,961,をЮ ζ853,440
療養担当手当 211,aXl
入 院 料 4347,510R唸 97052,ば,91051,120,41051 ,921,131148,355,観乳 415,380
食事 療 養 費 λ%Z700&盤1,8603,413 3al2“,lXXl3,313,0803,型Q4103638,H0
そ の 他 鳴 7Ю lC〔ゝ 5(】〕 lCttL aXl112,IXl117,6Ю 眩 llXl 110,lm
計 116,57●430121,021,68014192,llal127,263480HQ 171,7201lQ tt llXl128,22Z830




=J H15 4H15 5H15 6H15 7H15 8H15 9H15 10





廷 患 者 数 919 939 929 1,039 1,031 902 933
1日平 均 亀_8 447 442 47 2 49 1 も 1 42.4
金
額
初 診 料 41■l 2264021Q440214,3al鍛 , 960 200,510237,170
再 診 料 1,1駐、010 1,121,4901,1鯰740 1,228,lul1,鑑 ,即 1,011,910,lhr16,210
指 導 料 1,00%110,おζ450 1,馴鴫710 1,655,0∞1,517,5801,佃,llal1,%5,2Ю
在 宅 料 ζ謡 ,7alζ
“
7,8406,912訓ζ312,6708,283,840Zる1,lmZ2M,980
薬 料 30鏡450 3優QO"3,観700 3857,蜘3,“839113,873,490084,090
注 射 料 31,170 ヽ 8Ce 141,lm152,870121,181110■810 378,970
処 置 料 312460314880狂 5al 282,210257,7∞ 343,670器3,910
手術・ 麻酔料 ,41Xl 鼈 1611
“
980 116,31Xl ζl■l 24, llul
検 査 料 39137∞&処510&Gn αЮ 4狙,9104ま22603,観740 &781,知
画 像 診 断料 27“,lm3 21Q l∞30■430 35Ю,9703,587,9903,1131903136,780
療養担当手当 57,120
そ の 他 gxl
計 21,田&390a吼 980及 470702528,5212,四,790及 緊 剛 21,822,621
1人1日平均 a舶 2四 21,967 21,6832537 a202 器 , 390
-22 -
H15 11H1512H16. 1H16 2H16 3平成15年度計 平成14年度計 平成13年度計
30 31 31 29 31 366 365 365
2,481 2416 2,363 2,183 2,371 28, 439 場 396 礼 299
704 673 726 591 m 8,158 3807 8,7器
1∞ lM 152 134 lЮ 1,740 1,777 1,761
811 7田 729 702 714 9,137 ,4M 9,772
816 806 756 867 9,404 Q408 10,008
82 7 Zた9 76 2 75 3 76 5 77 7 &)5 83.0
92, 64Kl 12730116,740104,2106Z5201,439,8101,581,2nl1,769,970
2 3Xl291,31Xl370,8002,51Xl362, 61Xl &I「l,lKXl 2級,21Xl &328,590
礼 lXXl 観 890 241,2Xl 212,8∞ lИ【ゝ 8〔引D &2,3903,9為81Xl 2710,Oul
1,2123801,鶴lXXl 1,“,4401,独 別 γ43101■22,0"10,71387011,738,a10
n甑 890lQ 2,860ζ77,180Q214,8■l 9,47Q&Ю114・688,97097,G資ヽ970 114,15Z6∞
452知472720■226,9204鶴,7405,「029,720覧 lX6,Oal57,偶870 51,製4510
3%181,∝Ю 21■140寃 906,3Zl41,447,62033,685,知嫌 1176,8904 8,職5∞ 4踏814,知
Z9,知Z741,硼■2■680 Q914 αЮ 8,27Q ttQ地 569,71Xl86,“406010Z“1,890
Q2938ЮQ7戦310Q133,畑38528107,101,4Ю■ 669,14076,9239908Z825,590
2 GXl21B佃 る llXl
"ζ
91Xl 221,lXXl 1,331,IXl1,371,3001,428,GXl




亀 GXl 9z aKl 91,珈 槻 700 1161∞ 1,221,躙1,凱lm 1,4143∞
14284,7201蜆328,鋤123,つ4勁123,18ヽl120121,617,3301,47&劉11511,431飢4601,532887,llal
5(1901 識 944 口 , 27 「 D 臨 燃 51.294 51.987 儡 lD5 Ю,592
―
」
H15.HH15.12■16.1 H16 2H16 3平成15年度計 平成14年度計 平成13年度計
18 19 19 21 四 祐 243
849 蜘 884 761 1,α0 11,126 11,132 12,436
4Z2 4Z4 465 41 495 456 453 51.2
犯 固 4390 228, 如 217m 4卿 2753,知2,6ヽ、110 2671,7∞
颯 圃 1,0188801,012,GЮ鴫 180 1,鶏680 1293199012&,41013443,8Ю
L■4 07tl1,29201,437,固1,31Z〕Ю 1,77ζ240 131m,070λ 蹴 740 1&31Xl,680
Z眠、鰤 ζ鰯ら170 &51■4Ю &341,82118,43≧890 %295,知陀 918,6"7Z523,鰤
&7433804108,710&g2翻&G均81Xl 3,97Q531145,753,41043,35ζ720 生 l165,790
観 690 竃 7ヽ■l 1,11■2Xl 1,餞 側 1,②170 Q249,7403,紘、6al %2,890
45m 鶏 exl 飾ζ170 4780枷1510 3490,97029747402198,lm
4 7al 12670 ZO" 11&6al 575,9501,223,5∞2097,390
■1巴810 3,“Q590&Z21Hl32Z9,7304,5a lXxl45,156,剛2629,49028r。9,310
2倒710 28■29024n0802 86,8Ю3,蹴210 ∬,210,830五 249,52041,932,190
51310 5(113) 乳 740 47,180 亀 980 327,460 336,460 336,910
湖 79,7m 84,770
a偽 890λ 791,欄2乳 67021.堀,31025,801,7alZ≧828.剛
",022.790
島 497570
乙 059 2111α2 為 噺 28, 229 24809 a623 22,370 19741
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2 診療業務
総  括  表





病 床 数 A 105床 105 ,に 105床
延 患 者 数     B 30,299 ノ｀ 29,396 人 28,439 ノk
入 院 患 者 数       C 1,021 ノ｀ 973 人 964 フヽ






79 1 % 76 7 % 740%
B
平 均 在 院 日 数 E
1/2(C+D)
297 日 302日 296日
年度日数







患 者 実 人 員       F 3,559 人 3,378 人 3,393 りヽ
う ち 新 患 数 715人 695人 681 りヽ
延 患 者 数     G 12,436 人 11,132 人 11,126 りヽ
G
平 均 通 院 日 数   ~~~
F
35 日 33日 33日
G
入 院 外 来 患 者 比 率  
― B


























一 般 病 院
?
? 24 29 19
?
? 20 19 20 17 23 20 25437 320429 27238 1
¨ 19 9 10 18 11 9 11 7 7 7 13419723634 0223312
大 学 病 院 9 8 6 5 6 3 3 5 6 1 4 3 59 87 7010 163 88
保 健 所 1 1 2 4 06 9 13 6 08
市 町 村 2 1 1 1 5 07 6 09 3 04
そ の 他 9 13 23 19 10 19 37 24 23 16 22533017024 514820.7
?? 計 66 52 59 70 44 57 59 54 48 43 681∞.0 6%lC0 0
?? lKX1 0



















一 般 病 院 8 8 10 10 6 13 6 9 10 10 3 99103 75 81 79
-
8 4 3 3 3
?
? 7 1 5 3 6 54 56
?
? 100 115
大 学 病 院 5 5 4 4 2 3 2 4 1 1 4 1 36 37
?
? 43 ?? 46
保 健 所 0 00 0 00 0 00
市 町 村 0 00 0 00 0 00
そ の 他 60 63 70 64 66 70 68 7467 ?? 44 64 77580476178 27鶴 76 0




年 齢 階 級
平成15年度 平成14年度 平成13年度
患者数(人) 構成比(%)患者数 (人) 構成比(%)患者数(人) 構成比(%)
0～4週未満 138 20_4 169 24 3 174 24 3
4週以上～6ヶ月未満
?
? 16.4 106 153 190
6ヶ月以上～1歳未満 67 9_8 60 86 92
1歳以上～3歳未満 17.2 120 173 13_0
3歳以上～6歳未満 88 12.9 91 131 ?? 143
6歳以上～12歳未満 113 78 74 103










計 681 100 0 695 100 0 715 lllt1 0
月
?
? 延患者数(人) 1日平均患者数(人) 外来診療日数(日)
平成15年4月 919 43 8
?
?
5月 939 44 7
?
?
6月 ????? 44 2 ??
7月 1,039 47 2
?
?






10月 933 42 4
?
?
11月 849 47 2
12月 900 47 4 19
平成16年1月 884 46 5 19
2月 761 40 1 19
3月 1,040 49 5 21
平成15年度計 11,126 45 6 244
平成14年度計 11,132 45 1 247








道 内 計  662人  97.2%
道 外 計  19人  2.8%












































































































































































































































































歌 志 内 市




































北 空 知 圏 01
沼 田 町







































































































南 檜 山 圏 1 01 1 0.1
江 差 町 1 1 日 高 圏 6 08 ?? 17 ?? 22


























































































上川中部圏 4 06 4 06 6 09 ell 路 圏 8 10 14 3 04
















































































































































































































































遠 紋 圏 2 03 3 04 01
生 田 原 町


























































道 内 計 69997.867797466297 2






































































































































































































































































































北 空 知 圏 01
沼 田 町 1


































































































































































































































































































富 良 野 圏 1 01
富 良 野 市 1
























































外道 18 1.8 13 13 16















































































































































道 内 計 1 0039129al917949984






道 内 計  950人  98.4%
道 外 計  15人  1.6%
























入院患者数 (人) 退院患者数 (人) 病 棟 延 入 院 患 者 数 (人 ??
男 女 計 男 女 計 新生児(未熟児) 乳 児 ICU幼 児 計 日平均
13年4月 45 41 86 40
?
? 77 774(180) 799 150 886 2,55985 330
5月 46
?
? 88 50 41 91 738(186) 815
?
? 883 2,59283 631











? 860 2,64785 431
































12月 52 29 81 48
?
? 86 772(186) 848 149 866 2,63585.031
14■1月 48 32 80 56
?
? 78 (186) 793
?
? 852 2,47980.031
2月 44 34 78 40 31 694(168) 719 140 699 2,25280 428
3月 47 32 79 36 87 695(186) 825 844 2,52181.331
稔年度計 5824391,0215824381,0208,758(2190)9,7721,76110,lll1830,29983.0365
平均 48 536 6
?









? 690(180) 797 148 734 2,36979.0
?
?




? 833(186) 837 154 789 2,61384 331
6月 37
?
? 69 46 28 74 617(180) 799 139
?
? 2,33077 730
7月 49 86 44 33 77 682(186) 730 154 812 2,37876 731
8月 53
?
88 41 93 808(186) 776
?
? 838 2,57583 131
9月 38
?







? 53 36 89 821(186) 820 149 823 2,61384.331





12月 47 43 90 49
?























? 48 40 88
?
? 〈186) 781 154 832 2,52481.431
1準度計 560413 973559417 9768,807(2189),4041,7779,40829,39680.5365
平均 46 734481 146.6M8 813733.9(1鰍0783 7148.1784 02,449_7
15年4月 50 81 48
?
? 83 640〈1801 782 139 720 2,28176.030




? 33 75 690(186N797 142 805 2,43478.531
6月 36
?
? 64 31 95 646(180N797 147 779 2,36979.030
7月 45 36 81 45 29 74 713(186N 140 786 2,35075.831
8月 48 29
?




? 797 2,43278 531
























? 91 704〈180b 811 150 816 2,481 30
12月 43 80 42 41 83 673〈186b 783 154 806 2,41677931
10■1月 43 81 41
?
? 78 726(186p729 152 756 2,36376 2
?
?
2月 40 61 42 24 66 591(1721702 134 756 2,18375329










年 齢 階 級
平成13年度 平成14年度 平成15年度
世帯数(人) 構成比(%)世帯数(人) 構成比(%)世帯数(人) 構成比(%)
0～4週未満 145 153 157 126 131
4週以上～6ヶ月未満 102 100 ???ー 7.7 81
6ヶ月以上～1歳未満 85 83 75 7_7
1歳以上～3歳未満 165 162 ???? 20 0 ?? 21 1
3歳以上～6歳未満 212 20 8 192 19.7
?
? 17 8
6歳以上～12オ未満 204 20 0 195 20_0 185 19 2
12歳以上～15歳未満 65 64 47 48 70
15歳以上 40 39 41 4_2 60 62






患者数(人) 構成比(%)患者数(人) 構成比(%)患者数(人) 構成比(%)
救 急 車 2t17 20 3 216 20.3 209 ??
ヘリコプター 7 07 6 0.7 7 07
そ の 他 807 79 0 79.0 748 77 6




































08 8 04 10 06
IV 内分泌、栄養および代謝疾患 19 10 28 38 21
V 精神および行動の障害 104 53 80 43 85 47
Ⅵ 神経系の疾患 331 167 230 12_4 234 130
VE 眼および付属器の疾患 23 1.2 27 15 18 10
VE 耳および乳様突起の疾患 2 01 4 0.2 1 01
Ⅸ 循環器系の疾患 30 20 1.1 33 18
X 呼吸器系の疾患 162 82 138 7_5 6.2
XI 消化器系の疾患 171 86 134 7.2 184 10_2
XⅡ 皮膚および皮下組織の疾患 9 05 10 0.5 9 0.5
ull筋骨格系および結合組織の疾患
?
? 08 13 0.7 9 0.5
XR7尿路性器系の疾患 22 29 1_6 31 1.7
W 妊娠、分娩及び産褥 0 0 0 0 0 0_0
到 周産期に発生した病態 189 9.6 182 98 141 78














? 中毒およびその他の外因の 139 70 144 7.8
?
? 6.4







合 計 1,979100 01,849100.01,803100 0



































































































































































































































制 Rり″ 増 及びリンノ跡 の痴ま
他に分類されないもの
















































































































































廟 番 号 疾  病  名
li15
潟議















































































































































































































































XV 妊娠、分娩及び産褥 0 0








































































































































































































小児科の外来としては毎日午前中の総合外来 (月:工藤、火 :新飯田、水 :皆川、木 :小田、金 :皆川)に
加えて、専門外来として感染免疫外来 (月午前 :工藤)、 神経外来 (水、金午前年後 :皆り|:)、循環器外来 (水








秀、長谷山圭司、乙井秀人、菊地成佳 (4月赴任)、 石井 玲、佐久間友子であつた。










































































症例重複有 り        死亡 14 (剖検 3)
(NICU入院後ICtlでの死亡を含む
表2 死亡例概要
症例番号 在胎週数 出生体重 死亡日齢 死亡関連疾患名 音1検
1 2003-12537週6日 3065g 1 HIE(重症)
2 2003-14332週0日 1452g 3 Ъ硼、21トリソミー
3 2003-18442週6日 2074g 12 18トリソミー、CHll、食道閉鎖症




6 2003-28941週1日 2850g 190CHD(CoA,DORV etc)
7 2003-33439週3日 1708g 10 先天奇形症候群、CHD +
8 2003-36139週1日 2346g 6 CHD(CoA,VSD)、21トリソミー
9 2003-44840週2日 2966g 10 CHD(左′き低形成症候群)
10 2003-48233週3日 1500g 0 先天奇形症候群、PPIIN
2003-48639週4日 1840g 61 先天奇形症候群、CHD
12 2003-56138週4日 2705g 196Snli th―■agenis ittt癸君羊、 CHD
13 2003-61639週2日 3238g 46 CHD(単心室、PA,PDA)
14 2003-68040週3日 2480g 116CHD(CoA、気管支狭窄症) +
-40 -
表3 長期入院児 (入院期間6ヶ月以上)概要(2003年)
症例番号 噸 出生体重 入 院 退 院 基礎疾患名 転帰 在宅医療 (予定)
1 2003 325週4日 730g2003/1/52004/2/6珊 ⑩ 自宅退院 在宅酸素療法
2 2003-7639週4日 2660g2003/2/62004/4/14Campomelic dysplasia転棟 気切後、経管栄養
3 2003-14525週1日 69582003/3/3020 4/1/6硼 21トリツミー 自宅退院 な し
4 2003-2253週5日 674g2003/5/92004/2/1肌珊 摂食障害 自宅退院 な し
5 2003-28941週1日 2850g2003/6/132003/12/20CHD(Cot DORV etc)死亡退院
6 2003-3569週3日 2624g2003/7/152004/7/6HIE⊂励 脳軟化症 転棟 気切後、経管栄養
7 2003-483%週1日 704g2003/9/212004/4/4Щ  cul 自宅退院 な し
8 2003-49938週6日 2296g2003/10/1未退院 GD(総動脈幹症) 入院中 人工換気、経管栄養
9 2003-52036週2日 2156g2003/10/14200 /5/6HE僅症)てんかん 転棟 経管栄養
102003-561｀38週4日 2705g2003/11/52004/5/19鋤itl Lgenis症候群 死亡退院
2003-56329週3日 901g2003/11/52004/6/24肌既 食道閉鎖症 転棟 胃農
2003-64140週2日 2336g2003/12/9004/6/22食道閉鎖症,気管狭窄症 自宅退院 な し



























































































































































































































1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
男児 4 5 5 7 4 8 8 5 6 8 5 9 74
女児 6 8 6 5 7 6 10 8 6 7 8 83
計 10 13 11 12 10 14 15 14 14 12
?
?
～5歳 6～H歳 12～15歳 16～18歳 19歳～ 計
男児 3 8 4 2 17
女児 6 4 1 1 4 16
計 9 12 5 3 4 33
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 12月 計
男児 1 1 1 1 2 1 1 1 1 10
女児 4 1 1 2 1 1 10
計 5 1 1 1 1 1 2 2 1 1 2 2 20
-46 -
表10 月別心理検査実施者数
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
男児 5 7 7 7 6 7 6 6 7 9 10 9 94















































ている。今後も研鑽をかさねて、子どもの多様なニーズに対応していきたい。   (理学療法士 川浪龍司)
表12 平成15年度理学療法実績 (計1'2名)




運動発達遅滞 2 6 1
急性脳症後遺症 3 1 1
虚血性低酸素脳症 2 3
ミオバチー 1 3 2
呼吸器障害 6 2 1




三分脊椎 4 1 1
??
外傷後遺症 2




小児外科術後 11 7 2 3
その他 1
小計 74 63 50 18
-47 -
?




(3例)は全例C型であった。その他、鎖肛 (5例)、 小腸閉鎖症 (4例)、 肥厚性幽門狭窄症 (4例)が主


































同  根治術目的 5
同  肛門修復目的 1
人工肛門閉鎖目的 4
消化管ポリー プ 2






同  再入院 6








































































































































































































































平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年
手術総数 60 64 89 100


































腫瘍    脳腫瘍摘出術 8
脳血管障害 脳内血腫除去術 4
脳動静脈奇形摘出術 5
外傷    急性硬膜血腫除去術 1
外減圧術 1
感染等   硬膜下膿瘍除去術 2
のう胞交通術 (内視鏡併用) 3
髄液漏硬膜補墳再縫合 5








































新生児 乳児 幼児 学童 その他 計
平成H年 6 62 216 125 ??
12年 3
?? 195 115 50 440
13年 1 56 132 91 47 327
14年 3 41 97 66 34 241













1999 2000 2001 2002 2003 2003年症例の予後
在胎週数 出生休重 在胎週数 出生体重 在胎燿数 出生体重 在胎週数 出生体重 在胎週数 Ill生体重 寝痕期分類





? 27+0 49028+2114027+4 796両grade l
3 25+2 82425+1 69627+480528+5109224■6 580両gr7adc I
4 26+1 840(28+0)1018(29+1)95026+0 76223+5 676両gr7ade I
5 24+0 59028+6125624+6 68830+2123425+3 724両gradc I
6 32+3193023+2 58525+3 800(29+5)116024+1 704両grade l
7 28+3130826■3 916 27+0 79629+3 901両grade I
8 26+0 838(28+0)1120 28+6 770
9 25+6 80228+61264 27+0 792
10 27+0 88426+61026 (2914)1262




1999 2000 2001 2002 2003 2003年  備 考






? 0 0 0
水晶体切除術 0 0 1 1
緑内障手術 0 0 0 0 0
眼嵩腫瘍手術 1 0 0 0 1
眼瞼下垂手術 1 0 1
?
? 2 1件は両眼、眼瞼形成を含む
眼瞼内反症手術 2 0 1 0 1
計 29
?
























年 度 19994F 20001「 2001年 2002生F 2003生F
手 術 723 ?????? 588 531 520
検 査 379 318 ?? 301
処 置 57 34 49 63
総 数 1158 1016 933 901 899
表2 科別麻酔症例の過去5年間の推移
年 度 1999生F 2000生「 2001年 2002生F 20034F
脳外科 568
?
? 441 412 356
外 科 353 355 308 283 312
胸 部 76 69 77 89 103
眼 科 36 26 24 20
内 科 79 53 67 89 ??
耳 鼻 ?? 13 4 10
























年 度 1999生F 20001「 2001年 2002生F 2003生F
手 術 723 622 588 531 520
検 査 379 318 311 301 316
処 置 57 34 49 63
総 数 1158 1016 933 901 899
表2 科別麻酔症例の過去5年間の推移
年 度 1999生F 2000生F 20014F2002生F 2003生F
脳外科 568 475 441 412 356
外 科 353 355 308 283 312
胸 部 76 69 77 89 103
眼 科 36 26 24 20
内 科 79 53 67 89 ????
耳 鼻 ?? 13 4 10



















ム複写を除いて昨年実績と同程度であった。                   (放射線科 斉藤哲夫)






人 数 件 数







頭 部 1,714 16 1 2,589 146




手 骨根 103 10 145 08
股 節関 36 03 38 02
脊 椎 35 03 79 04
上 肢 22 02 51 03
下 肢 54 05 101 06
そ 他の 9 01 14 01






， ??? 26 1,757 99
注 腸 1,077 60
腎 洸膀 118 1 1 635 36
′き 管血 76 07 812 46
脳 管血 8 01 04
血腹 管部 2 00 8 00
気 支管 2 00 3 00







の透 み視 119 1 1 119 07
撮断 影層 6 01 34 02
計 908 85 5,358 30 1
計合 10,627 100 17,784 100
表2 エックス線撮影人数 過去5年間の推移
年度
一 般 撮 影
特殊撮影
撮影室 病棟内
1999 (111)6,402 5,455 940
2000 (H12)5,744 5,423 707
2001 (H13)6,548 3,490 834
2002 (H14)5,107 4,473 831






部   位 人 数 件 数
累 計 構成比(%) 累 計 構成比(%)











? 10.9 ll,394 17_8






表6 試料測定 過去5年間の推移 (削除)
検 査 内 容 頭 部 全 身 合 計
1回の検査時に単純撮影のみ行ったもの 2,939 313 3,252







?? 計 3,196 395 3.591
部位
年度
頭 部 全 身
人 数 スライス数 人 数 スライス数
1999〈HH) 4,029 61,019 399 13,200
2000 (H12)3,689 57,029 391 13,833
2001(H13) 3,406 56,599 371 12,126





















人 数 件 数
累 計 構成比(%) 累 計 構成比(%)
頭 部 1,108 67 4 7,425 80 2
躯 幹 部 537 32 6 1,829 198




頭 部 躯 幹
人 数 件 数 人 数 件 数
1999 (Hll)1,239 7,412 701 1,929
2000 (■12) 1,114 6,537 709 2,171
2001 013)1,107 7,033 672 1,912
2002 (H14)1,112 7,065 532 1,765








































累計 326 19 1 7 9 6 18 肇
% 44 )2 16 48 21 14 42 25 100
















? 骨 その他 合計
1999 313 15 2 10 16 6 6 0 424
2000 311 20 2 2
?
? 24 5 15
?
0 413
2001 296 8 10 5 3 14 6 7 17 4 0 378
2002 330 18 10 1 3 10 4 14 7 1 413









表11 時間外業務 最近5年間の推移 (人数)
表12 時間外業務 最近5年間の推移 (人数)
年           容 胸腹部 頭 部 その他 造 影 C T 合 計
平日 18～22時 209 24 4 4 42 283
土・ 日・祭日  9～18時 960 48
?? ?? 98 1,134
土・ 日・祭日 18～22時 22 1 1 1
?
? 27
全 日 22～24時 46 5 2 2 9 64
全日 24～5時 44 1 0 3 4 52








薇 胸腹部 頭 部 その他 造 影 C T 合 計
1999 (Hll)1,609 166 50 18 256 2,099
2000 (H12)1,574 130 19 14 206 1:943




























とで、使命と思われる。                           (老 克敏、横山繁昭)
表1 臨床検査件数の年度別推移
部 門 別 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
一 般 検 査
入  院 20,749 23,437 27,776 18.665 16.957
外 来 3,424 2,916 3,009 3,186 3,676
計 24,173 26,353 30,785 21,851 20,633
血 液 検 査
入  院 115,342 102,701 105,364 94.353 98.351
外 来 29,593 36.004 27.455 30.058 29,865
計 144 935 138 705 132 819 124.411 128,216
細 菌 検 査
入 院 8,597 8,674 7,364 9,862 9,253
外 来 448 527 633 882 744
計 9.045 9.201 7.997 10.744 9 997
血 清 検 査
入 院 11,008 10,666 11.546 10,399 10,540
外 来 4,742 4,658 4,207 4,658 4.356
計 15,750 15,324 15,753 15,057 14.896
生イヒ学検査
入 院 190,744 174.690 166.600 145,979 147,006
外 来 47,771 45,782 44,905 48,864 49,268
計 238,515 220,472 211,505 194,843 196.274
生 理 検 査
入 院 1.611 1.691 1,135 1.435 1.574
外 来 4,447 4,225 4,392 4,459 4,930
計 6,058 5,916 5,527 5,894 6.504
病 理 検 査
入 院 4,082 4,363 4,675 4,356 5,087
外 来 80 ???? 60 240 300
計 4.162 4.418 4,735 4.596 5.387
アミノ酸検査
入 院 1,408 1,287 858 1,430 1 188
外 来 484 242 154 286 374




検査項目 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度









輸血 565 677 876 442 333
止血 402 830 414 634 894
髄液
?
? 428 361 185 269
血清 1,974 1,785 1 662 1,562 1,567






その他 3 4 1
計 50,740 45.742 40,703 35,287 37,202
部  門 輸血 髄 液 凝 固 尿一般 免疫血清 血 液 生化学 合 計
時間帯 0 1 4 4 4 13
1 4 2 8 8 8 30
2 3 1 4 5 5 18
3 3 3 3 9
4 1 1 1 じ
5 3 4 6 6 19
6
?
? 1 4 4 4 15
7 3 3 3 9
8 1 6 13 14 50
9 38 4 38 16 526 527 541 1690
10 23 10 9 327 320 322 1022
2 2 1 53 170






? 7 7 7
?
?
3 5 1 8 9 9 35
9 9 2 67
?
73 253
18 12 3 9 5 73 86 80 268
19 20 2 18 5 48 50 204
20 6 9 33
，
? 34 118





?? 3 4 11 40
23 5
?? 13 14 48




第215回 平成15年4月24日 「新生児の呼吸障害の鑑別」 (中村)
第216回 平成15年5月29日 「新型インフルエンザ」   (りII鳴)         .
第217回 平成15年6月26日 「地方公営企業としての公立病院」 (森尾)
第218回 平成15年8月7日 「血液検査室のための血液学的腫瘍鴨 新分類」 (成瀬)
第219回 平成15年9月4日 「CRC治験コーディネーター」 (老)
第220回 平成15年10月2日 「ミダゾラムの使用法と注意点」 (長谷川)
第221回 平成15年12月4日 「メタローβラクタマーゼ産生グラム陰性かん菌」 (今野)
第222回 平成16年2月5日 「胎児成長遅延と成人発症2型糖尿病・動脈硬化性病変との関係」 (高桑)









? 933 891 1.074
その他のRI綸査 180 207 132 77 119
血漿蛋白に関する検査 275 183 296 104 110








生化学校査 948 951 580 389 202
薬物分析検査 664 664 651
?
? 754
染色体検査 80 80 66 78 88
アレルゲン検査 52 140 96 258 142
細胞性免疫検査 63 48 78 168
その41 86 104 43 5




? 内 訳 平成H年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
申 し 込 み 件 数
撮 影 業 務 196 146 122 99
?
?
現 像 業 務 Z5 193 180 127
焼 き 付 け 業 務 23 9 10
そ の 他 15 16 8 3 1
71ヽ 計 467 425 332 299 200
現像 フィルム数
自 黒 フ ィ ル ム 35mm 287 98 80 79 ??
自 黒 フ ィ ル ム シ ー ト 309 312 224 147










仕 上 げ 枚 数
白 黒 ス ラ イ ド 722 127 18 0 2
カ ラ ー ス ラ イ ド 12.24813.17210.43810.5328.708
カ ラ ー ホ イ ー ル 1,083 0 0 0 0
白黒プリント(手札換算) 5,348 3,360 4,036 5,336 1,156














・第96回 平成15年3月26日、於 会議室、 座長 皆川
症例  A429 臨床 :浅沼 (小児科) 病理 :横山
。第97回 平成15年6月17日、於 講堂、 座長 皆川
症例  A430 臨床 :佐久間 (小児科) 病理 :横山
・第98回 平成15年6月17日、於 講堂、 座長 皆川
症例  1432 臨床 :長谷山 (循環器科) 病理 :横山
・第99回 平成15年12月2日、於 会議室、 座長 皆川
症例  A434 臨床 :乙井 (小児科) 病理 :横山
・第100回 平成15年12月2日、於 会議室、 座長 皆川
















































































平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
注 射 薬 枚 15.118 15.610 14.416 13,321 15,315




? 38 5 1 1
血 液
枚 936 990 1,313 917 630







? 136 132 76 82





区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 1日平均
?
?
入院 1,046 1,1171,1" 1079970 9841.1519841.251911 9171,llX312,652&L7
外来 ∞ 1 641 657 703 闊 囲 649 翻 659 鯛 D48 702Z60031_1
計 1.6471,7581,796 1,7821,5駒 1,6341,8∞ 1,588 1,9101,5171,4“ 1,805 a252任18
?
?
入院 1,048 1,1191,142 1.084 971 9871.152 9861,259 915 9211,ll1312,687318
外来 1,4関 1,b46 1,532 1,6カ 1,4∞ 1,582 1,5571,5221,6● 1,4871,3951,6491&427755
計 2513266526742,71323802瑚 27∞250829132,402,3162,75231,1141ll1 3
剤
数
入院 lQ 393lQ 78111,38911,鯛 ■548lQ 28312580lQ 31014t αЮ Q釧 10,00711.5991,138観 0
外来 44・lXD4790颯 70850. 翻 22744299狙 知 4170巳 2/6婚,7“43,731Ю , 5 〔0 561,3522Ю06
計 乳 蜆 も、571鶴 0976214751,822砒 582m翻 覧 480
“
獅 55, 38853,7“62 179砒 爛 盤 6
表3 調剤数の年度別推移
平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
処方箋枚数
入院 12.752 11.640 11.665 11.985 12,652
外来 10,510 10,142 9,023 7,955 7.600
計 23.262 21,782 20,688 19,940 20.252
処 方 件 数
入院 12.802 11.683 11,710 12.029 12,687
外来 23,177 22,932 20,441 18,785 18,427
計 35,979 34,615 32 151 30,814 31,114
処 方 剤 数
入院 109,881 107,526 108,379 112.634 132.138
外来 502.891 502.267 485,941 535.393 561,352






4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
消毒薬 0 0 0 0 211 0 0 0 0 20
滅菌蒸留水
" "
朗 0 0 0 0 0 102
高カロリー輸液 36 34 56 塑 0 46 69 24
?
? 郎 75 1“ 脳
輸液 4 4 8
〓
? 2 5 7 7 1 59






平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
注射薬
件 15,118 15,610 14,416 13,321 15,315
本 245,743 222.202 213,270 200,628 210.494
外用薬
件 4.180 4,116 3,975 3.709 3,756
本 33.905 27,740 27.000 25.137 33,103
製剤
件 416 361 334 314 287
本 750 606 623 525 478
消毒剤
件 24 38 6 1 1
本 294 1.062 240 20 20
リットル 147 531 120 10 10
血液
件 936 990 1,313 917 630
本 698 854 1,415 914 1.351
高カロリー輪液 1.609 1,987 11190 630 586





薬 効 別 適 用 別
内用薬 外用薬 注射薬 占有率 内用薬 外用薬 注射薬
1中枢神llT系用糞 27 9711 02 0 81 8 02 73 76 19 69 6.55
2末梢神経系用薬 1 23 0 23 0 63 0 70 37 11 4 81 58 08
3局所麻酔剤 1 88 0_27 100 00
4アレルギー用薬 2 16 0 46 99 77 0_23
5循環器官用薬 3 47 0 33 8 64 6 36 11 51 0 75 87 74
6呼吸器官用薬 471 15 83 0 07 3.30 30.11 68_46 1 44
7消化器官用薬 3 19 2 71 2 49 2 68 25 20 14 4960_31
8ホリレモン剤航ホルモン剤を含む) 0 39 0 04 31 7020 57 0 40 0 03 99 57
9泌尿生殖器官及び肛門用薬 0 17 0 02 100 00
10外用菫 26 51 3 79 100 00
11ビタミン剤 2.68 0 22 071 79.62 20 38
12滋巻強壮薬 30 55 113 7 17 89.84 10 16
13血液・ 体液 用薬 0 07 2 46 7 32 5.09 0.30 6.91 92 79
14その他の代謝性医薬品 10.660 07 2 14 3 64 61_74 0.26 38 00
15腫瘍用薬 0 05 0 44 4 51 2.98 0.32 2.12 97 55
16抗牛物質鼎 I 9.38 17 87 13 5314.63
17イ′学瘤法剤 2.74 2 83 2.41 24.07 75 93
18生物学的製剤 15 6810 12 100 00
19診断用薬 021 0 73 0_47 8.59 91 41
20X線造影抑| 2 93 1 94 100 00
21漢方製剤 0_23 0 05 100 00




































離 乳 食 幼 児 食
学童食 術後食 特別食
準備食 前期 中期 後期完了食 計 前期 後期
累計 782 1,4652,5531,9336,4926,4926,3447,880539 1,30419,29213,243
日平均 21 4.0 7.0 5.3 184 17421615 36 80_336 3
表2 食事の内容
平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度




離乳食 (%) 154 ????? 19 4 23 4 23 0
幼児食 (%) 452 36 6 36 3 36 2 43 8
学童食 (%) 24 1 20 4 25 1 23 9 26 9
特別食 (%) 81 13 1 101 45
外科食 (%) 08 12 12 1.3 1.8
その他 (%) 93 132 49 5.1 0
-67 -







































平成11年度 767 00 00 0.3 36 08 0.0 ?? 24 320 620 6
平成12年度 72.0 0.0 00 00 0.0 6_9 10618032 8
平成13年度 77 1 00 00 44 132 04 00 12.8127177159
平成14年度 78 7 22 00 0.0 00 20 710.614220 323 1
平成15年度 82 0
?




平成H年度 216 00 00 5.1 15 149
平成12年度 24.3 00 21 1 1 0_0 32 179
平成13年度 21.6 0.3 00 1.0 0.1 22 180
平成14年度 21.0 00 00 00 03 00 00




平成H年度 17 00 00 0.1 1.6 00
平成12年度
?
? 05 16 00 05
平成13年度 13 00 0.0 00 13 00
平成14年度 03 00 00 00 03 00
平成15年度 00 00 00 00 00 00
表4 調乳・分注業務
調  乳 滅菌びん (本) 滅菌水 (本)
実人数 (人) 延本数 (本)
平成11年度 16,689 H5104 6812
平成12年度 15.864 106.327 7.316
平成13年度 14,777 103.439 7,300
平成14年度 14,810 102 929 7.530









? 36 2 2 1 6




?? 6 18 2 1 2 6
平成14年度 42 8 18 7 4 1 4

























































































































































レ´ υレ 彬 名 日程 対象者 ね らい 担当者







































































大橋素    乳児病棟
4.新生児呼吸理学療法の検討
～NICUスタッフの呼吸理学療法に関する判断基準の実態調査をとおして～
阿部昭子   新生児病棟
5 DL全介助の重症心身障害児のおむつかぶれに対する緑茶清拭の有効性
～ミノン洗浄と比較して～














































表3 公費負担医療申請取り扱い内訳 (実件数) 表4 関係機関職員の来室数
新・再別 診療形態別
新 再・継続 計 入院 外来 院外 計
平成13年度 556 1033 1589 1136 426 27 1589
平成14年度 754
???
? 3414 2488 798 128 3414




































H13741 169 113 56 218 33 30 48 951503 ?? 3624992002
H14889635268147353 58 1064582353149104 ?? 4034
H15 474210325 30 2581295 415213899311315283
電話
H13135 28 12 7 7 4 2 304358473318311135
H14212 34 19 18 83 8 12 59 481 894 2 ???? ??
H15128 20 37 14 73 ? 14 129 46 466 767 12781744
文書
H13 ， ? 2 2 1 14 1 3 34 ?? 29 63
H14 43 4 1 7 17 1 8 84 33 13 46 130
H15 18 1 2 1 12 1 4 4 43 14 ?? 64
計
H13888199 ?? 64 303 41 34 50 ?? 184151284713593200
H141144 ???? 288 453 ?? 121 4943023714103111062137 ??












H14 61 13 29





















































































2003_ 1  10  ラにア民老吊ビデンスに関する臨床研究中間研究報告・検討会する薬物療法のエ
2 発熱、発疹、関節痛、しびれ、頭痛、けいれんなど多彩な臨床症状を呈した10歳男児例
沐徳雄、簗詰紀子 〈王子総合病院小児科)渡邊年秀、石井 玲、皆川公夫 (小児科)、 ガν
第3回北海道小児神経症例検討会 2003 1 18 札幌市
ヒ重症筋無力症の2例
                ビ小児科)
3.乳幼児期に発症し,             
たゃ小児科)、 津田哲哉 (つ,渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)、 綿谷靖彦 (わ,
児科学会北海道地方会第256回例会 2003_1 26 札幌市日本/1ヽ
そメンケス病の1例4 てんかんを合併し,
渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)、 伊藤希美 (札幌社会保険総合病院小児科)
第54回北海道てんかん懇話会 2003 2 15 札幌市
5 難治性仙骨部卵黄嚢癌に対する塩酸イリノテカンの使用経験
小田孝憲 (小児科)             
第7回北海道小児血液セミナー 2003_2 21 旭川市
6_難治性仙骨部卵黄嚢癌に対する塩酸イリノテカンの使用経験
小田孝憲 (小児科)、 縫 明大、平間敏憲 (外科)
第28回北海道小児がん研究会 2003.2 28 札幌市
7 難治性仙尾部卵責嚢癌に対する塩酸イリノテカンの使用経験
|、 縫 明大、平間敏憲 (外科)小田孝憲 (小児科)             
第28回北海道小児がん研究会 2003 2 28 札幌市
8.ミトコントリア異常症における最近の治療に関して一一部の治験例を含めて
渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)
5回日本小児神経学会北海道地方会 2003_3 8 本L幌市第
〕her病の1例9  Pelizaeus―Verzba〈
長谷山圭司、渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)
5回日本小児神経学会北海道地方会 2003 3 8 札幌市第
弁を合併した心房中隔欠損症を伴わない完全型心内膜症欠損症の1例
血管外科)、 布施茂人、高室
10 パラシュート僧帽:              
印宮 朗、菊地誠哉 (心臓1長谷山圭司、横澤正人 (小児科)、 奈良岡秀一、
基樹 (札幌医大小児科)
第40回北海道小児循豪器研究会 2003 4 19 札幌市
ravalvular Mitral Ring、1l Extracardiac TCPC術後に著明な溶血が出現、持続したCoA、VDSD、PllA、Sup]
ISD、TRの1例
横澤正人、長谷山圭司 (小児科)、 菊地誠哉、奈良岡秀一、印官 朗 (心臓血管外科)、 高梨吉則 (横浜










′         平成15年度北海道小児保健研究会 2003 5 17 札幌市
14 Early prepulseless phaseに大動脈弁輪拡張を認めた大動脈炎症候群の1例
長谷山圭司、横澤正人、小田孝憲、渡邊年秀、石井 玲、皆川公夫 (小児科)、 荒木義則、星井桜子、
長尾雅悦 (国療西札幌病院小児科)
日本小児科学会北海道地方会第257回例会 2003 5 18 旭川市
15 乳幼児期に発症した重症筋無力症の2例
渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)
第45回日本小児神経学会 2003 5 23 福岡市
16 NICUを退院した極低出生体重児はRSV下気道感染症により入院することが多いか?
浅沼秀臣、新飯田裕― (小児科)、 堤 裕幸 (札幌医大小児科)
第39回日本新生児学会 2003 7 15 郡山市
17 新生児遷延性肺高血圧症を合併した大血管転位症の3例
長谷山圭司、横澤正人 (小児科)、 菊地誠哉 (心臓血管外科)、 東舘義人 (市立釧路総合病院小児科)
第39回日本小児循環器学会 2003 7 1卜18 神戸市
18 右室異形成、肺動脈弁欠損を伴つた三尖弁膜性閉鎖の2例
横澤正人、長谷山圭司 (小児科)、 菊地誠哉 ←き臓血管外科)、 高梨吉則 (横浜市立大学第一外科)、
東舘義人 (市立91路総合病院小児科)、 梶野浩樹、津田尚也 (旭川医大小児科)
第39回日本小児循環器学会 2003.7 1卜18 神戸市
19 多臓器不全により死亡した一過性骨髄異常増殖症 (TAM)の1.例
佐久間友子、新飯田裕一、石井 玲、乙井秀人、浅沼秀臣 (小児科)、 早田 航、佐藤俊哉 (岩見沢市立
病院小児科)                  第12回北海道新生児談話会 2003_8.23 札幌市
20 最初難治性痙攣発作が群発し、その後も高CK血症が持続した水頭症及び脊髄髄膜瘤の一例
佐久間友子、新飯田裕一、石井 玲、菊地成佳、乙井秀人、渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)、 斎藤哲哉
(眼科)、 越智さと子、高橋義男 (脳外科)、 舘 延忠 (札幌医大保健医療学部)、 藤川知子 (札幌医大
周産期科)、 寺江 聡 (北海道大学放射線科)
日本小児科学会北海道地方会第54回プロック大会 2003.9.14 札幌市
21 初発時DlCおよび膵炎を合併した1抑phoblastic lymplloma(LBL)の1例
小田孝意、工藤 亨 (小児科)、 渡部潤子 (斗南病院小児科)
第8回北海道小児血液セミナー 2003 9.19 札幌市
22 JACLS A■→7治療研究における中間危険群 (IR)および高危険群 (lIR)の治療成績
堀 浩樹、工藤 亨 (小児科)、 宇佐美郁哉、小田 慈、駒田美弘、多和昭雄、西村真一郎、原 純一、
八木啓子、谷澤昭彦、吉田 真、堀部敬三、小児自血病研究会 (JACLS、代表 :中畑龍俊)ALL小委員会
第45回日本小児血液学会 2003 10 17-18 金沢市
23 JACLS止卜97治療研究における標準リスク群プロトコールSR 97の成績
八木啓子、宇佐美郁哉、小田 慈、工藤 亨 (小児科)、 駒田美弘、谷澤昭彦、多和昭雄、西村真一郎、
堀 浩樹、原 純一、堀部敬三、小児白血病研究会 (JACLS、代表 :中畑龍俊)ALL小委員会
第45回日本小児血液学会 2003.10.1718 金沢市
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24 特異な脳炎・脳症後てんかんの一群 (lERRPS:acute encephalitis with refractory、repet tive
partial seizures)の3例の急性期以後の臨床経過に関する検討
渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)、 長谷川 淳 (検査部)
第55回北海道てんかん懇話会 2003 10 25 本L幌市
25 小児のけいれん重積およびけいれん群発に対する8年間のミダゾラム静注治療成績の検討
皆川公夫、渡邊年秀 (小児科)
第37回日本てんかん学会 2003 10.31「31 仙台市
26 新生児・未熟児医療の現状と今後の課題
新飯田裕― (小児科)
、         平成15年度地域リハビリテーション技術援助事業 2003 10 30 旭川市
27 ローランドてんかんに対するクロバザム単剤投与
渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)
第37回日本てんかん学会 2003 10 31131 仙台市
28  Severe growth disturbance of a boy with proxinal renal tubular acidosis associated with
vitalnin D deficient rickets: a case report
lshii A、 Hotsubo T、  Suzuki l、  Kusaka T、  Watanabe J
第17回小児成長障害研究会 2003 H l 京都市
29 稀な冠動脈走行パターンを呈した完全大血管転位症の3例
横澤正人、長谷山圭司 (小児科)、 菊地誠哉、田畑哲寿、印宮 朗 (心臓血管外科)、 高梨吉則 (横浜
市立大学第一外科)、 高室基樹、堀田智仙 (札幌医大小児科)、 武田宏一郎、濱田 勇 (手稲渓仁会病院
小児循環器科)、 八田英一郎、俣野 順 (手稲渓仁会病院心臓血管外科)、 布施茂登 (NTT東日本札幌
病院小児科)
第41回北海道小児循環器研究会 2003 11 8 本L幌市
30.左気管支狭窄を伴い、左側開胸で僧帽弁置換術を行つた完全型房室中隔欠損症B型と思われる1例
長谷山圭司、横澤正人 (小児科)、 大堀俊介、田畑哲寿、印官 朗、菊地誠哉 (心臓血管外科)、 高梨
吉則 (横浜市立大学第一外科)
第41回北海道小児循環器研究会 2003_11 8 本L幌市
31.未熟児医療の新しい展開―ディベロップメンタルケアー
新飯田裕― (小児科)
第18回北海道母子保健セミナー 2003.11 8 本L幌市
32.新生児黄疸の不思議―ビリルビンの代謝からみるヒトのからだ一
新飯田裕― (小児科)
本L臨技臨検査講座 2003 H 18 札幌市
33.」ACLS ALL 97治療研究における中間危険群 (IR)および高危険群 CHR)の治療経験
工藤 亨、小田孝憲 (小児科)
第11回小児血液・悪性腫瘍研究会 2003 H 22 札幌市
34  Callpolnelic dyspla■a`D3例
石井 玲:乙井秀人、浅沼秀臣、佐久間友子、新飯田裕一 (小児科)、 岡本年男、林 時仲、藤枝憲二
(旭川医大小児科)
第48回日本未熟児新生児学会 2003 11_28■0 前橋市
35.在宅人工呼吸管理下重症児の難治性てんかん発作群発に対するミダゾラム経鼻投与の試み
渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)





皆川公夫 (小児科)、 大堀俊介、田畑哲寿、印宮 朗、
佐藤真司、高木伸之、森川
長谷山圭司、横澤正人、
IIn田智仙、高室基樹、布施茂登、富田 英 (札幌医大小児科)、 奈良岡秀一、
雅之、安倍十三夫 (札幌医大第二外科)
日本小児科学会北海道地方会第258回例会 2003 11 30 札幌市
小児外科
1 胆管穿孔をきたした胆道拡張症の1例
永山 稔、松野 孝、前田 知美、縫 明大、後藤 真、平問 敏憲 (小児外科)
第68回日本小児外科学会北海道地方会 2003215 札幌市
2 腸回転異常症の病態と診断―当科の経験から一
.縫 明大、永山 稔、松野 孝、平間 敏憲 (小児外科)後藤 真、前田 知美
第68回日本小児外科学会北海道地方会 2003215 札幌市
3 出生前診断された胎便性腹膜炎の1例
.永山 稔、前田 知美、縫 明大、後藤 真 (小児外科)松野 孝、平間 敏憲
第68回日本小児外科学会北海道地方会 2003_215 札幌市
4 高度結腸狭窄をきたした新生児壊死性腸炎の1例
、永山 稔、後藤 真、松野 孝、平間 敏憲 (小児外科)前田 知美、縫 明大
第68回日本小児外科学会北海道地方会 2003.215 札幌市
31)の一例ルを施行した肝芽腫 Stage5_」PL卜2治療プロトコー
縫明大 (小児外科)、 横山 繁昭 (検査部病理)他









敏憲 (小児外科)、永山 稔、後藤 真、松野 孝、本問 敏男、平間前田 知美、縫 明大
第69回日本小児外科学会北海道地方会 2003.96 札幌市
二ついて9 当院における出生前診断された先天性胆道拡張症薇
松野 孝*、 本間 敏男*、 前田 知美*、 永山 静 、平間 敏憲*、 桂巻 正料、平田 公一料
(小児外科*、 札幌医大第一外科料)      
Ю回日本小児外科学会北海道地方会 2003.96 札幌市第(
10 胆道閉鎖症生体部分肝移植後のEBウイルス感染症の1例
、前田 知美*、 本間 敏男*、 平間 敏憲十、江川 裕人料、田中紘一料永山 稔*、 松野 孝*




































平成14年度中級スポーツ指導者講習会 2003 1 15 札幌市
2 知的障害児の就学前の育て方
高橋義男 (脳神経外科)
平成14年度91根地区保健・福祉の連絡協議会 2003 2 9 釧路市
3 シンポジウム 「育む、学ぶ」就学前の問題
高橋義男 (脳神経外科)
第3回国際三分脊椎、水頭症シンポジウム 2003 3 22 神戸市
4 小児水頭症の慢性期治療方針 ―プログラマブルバルプを用いたシャントからの離脱一
高橋義男 (脳神経外科)
第7回日本水頭症治療のシンポジウム 2003 4 18 出雲市
5 出生前より予測された重度障害児への医療
―早期よりの医療的支援継続の重要性と、そしてその結果としての灯―





高橋義男 (脳神経外科)                    
シンポジウム 2003 4 19 出雲市第7回日本水頭症治療の
7 障害児と通学、そしてみらい (講演)
高橋義男 (脳神経外科)
平成15年度″こそだて″シンポジウム 2003 5 16 古平町
8 春…それ自然 (講演)
高橋義男 (脳神経外科)
平成15年度″こそだて″シンポジウム 2003 5 17 早来町
9.乳児期に診断された結節性硬化症 ―画像所見の変化と病理所見―
越智さと子ヾ高橋義男 (脳神経外科)、 横山繁昭 (検査部病理)
第27回北日本脳神経外科連合会学術集会 2003 6 5-6 札幌市
10.乗馬、動物療育の意味するところ (講演)             .
高橋義男 (脳神経外科)








第31回日本小児神経外科学会 2003 7.24 新潟市
13 開放性三分脊椎の修復、再建医療 (シンポジウム)
高橋義男 (脳神経外科)
第39回日本新生児学会 2003 7.14 福島市
14 安心して将来をすごせるか?(講演)
高橋義男 (脳神経外科)
南幌養護学校卒業生の集い 2003 8 3 1ヒ広島市
^例―15 放射線治療中、突然の意識障害をみた髄芽腫 ―中脳放射線障害の一
越智さと子、高橋義男 (脳神経外科)、 小田孝憲 〈小児科)
第51回日本脳神経外科学会北海道地方会 2003 9 20 函館市
)の一16 結節性硬化症にともなう右前角部腫瘍 ―tractographyの意味するモ
越智さと子、高橋義男 (脳神経外科)、 安藤英征 (自石脳神経外科)
第55回北海道てんかん懇話会 2003 10 25 札幌市
17 医療的ケアーの意味するものと現実 (指定討論)
高橋義男 (脳神経外科)                    
、」2003集会 2003_11 15 札幌市どんなに傷害が重くても地域の学校´「
18 しょうがいのある子の放課後生活と学童保育 (講演)
高橋義男 (脳神経外科)
第20回北海道、第2回札幌学童保育研究集会 21103 11 30 札幌市
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19 小児閉塞性水頭症の治療方針 ―保存的か、内視鏡的か?、 シャントか?―
高橋義男 (脳神経外科)








第15年度第二回班会議 2003 12 16 東京都
麻 酔 科
l  Platelet Function and Coagulability during CardiopullnDnary Byllass in children: Analysis by
Soncclot(r)with a Hcparinase Class―Beads Cuvette
Yuki Toyoshima, Akira Kimura, Iasayuki Nawa, Shin Kavana
」oint lleeting of the Society for Pediatric Anesthesia and the Japanese Society of
Pediatric Anesthesiology  Klctober 10, 2003, San Francisco
2 頻回麻酔によリマスクを拒否する小児患者に対するチアミラール注腸導入の試み
名和正行、木村陽、豊島由希、川名 信
麻酔・薬理談話会 2003 7 12 札幌市
3 新生児麻酔中体温調節における温風加温器と末梢断熱材の影響
木村陽、名和正行、豊島由希、川名 信
第18回北海道臨床体温研究会 21X13.8 30 札幌市
4 新生児・小児の人工呼吸管理 (講演)
川名 信




第36回北務道病理談話会 2003_8 30 札幌市
2_胸腺上皮細胞の機能を調節する新たな因子
菊地智樹、一宮慎吾 (札幌医大第一病理)、 横山繁昭 (検査部病理)、 他
第36回北海道病理談話会 2003 8 30 札幌市
3 ヒト胸腺の初代培養上皮細胞におけるAIRE-1の発現
林雄一郎、一宮慎吾 ¢L幌医大第=病理)、 横山繁昭 (検査部病理)、 他
第36回北海道病理談話会 2003 8 30 札幌市
4 悪性リンパ腫の一例
横山繁昭 (検査部病理)
20t13年小児腫瘍症例検討会 2003 9 5 佐賀市
5 先天性肺嚢胞性疾患―特に新分類に基づいた過去症例の見直しと組織学的鑑別診断F・5題点
横山繁昭、今村正克、垣本恭志 (検査部病理)、 今村正克 (NPO札幌診断病理センター)
第23回日本小児病理研究会 2003 9 6 佐賀市
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6 低出生体重児におけるRET■の動きの検討
成瀬 辰哉、森尾 尚之、川鳴 尚子、老 克敏 (検査部)、 浅沼 秀臣 (小児科)
第4回日本検査血液学会 2003.7 5～6京都市
7 先天異常および小児悪性腫瘍におけるFISH検査での早期診断の実際
垣本 恭志、長嶋 宏晃、老 克敏 (検査部)
第79回ゴヒ海道医学検査学会 2003 10 25～26 滝川市
(2)紙上発表 (著書、論文その他)
小 児 科
1 特集 けいれん。意識障害ハンドブック けいれんの診療 ;ミダゾラムの使用法と注意点
皆川公夫、渡邊年秀 (小児科)
/1ルヽ巳内禾斗:35 ; 177-179, 2003
2 脳腫瘍 (PNET)の治療後に脳波の悪化と共にtonic spasnを認めた1歳男児例

































山口 徹、北原光夫 総集編 今日の治療指針2003 医学書院 (東京)874 5pp、2003
11.新飯田裕一 (小児科)
周産期の治療薬マニュアル 11  ビタミン剤 8)葉酸 9)混合ビタミンB群 10)ビタミンC.
周産期医学 (増刊号)38:927431、2003
12_ Chlanlydia trachomatis infection in early neollatal period
Numazaki K、  Asanulla H、  Nlida V
BIIC Infectious Disease 3:2,l of 5、 2003
小児外料  ｀
1 二次性消化性潰瘍の病態と治療
平FH3敏憲、永山 稔、前田知美、本間敏男、松野 孝 (外科)
4ヽ児夕ヽ禾斗  35:1462-1465, 2003
脳神経外科
l  The Present Conditions and Clinical Significance of Fetal Diagnosis in Pediatric Hyrdrocephalus
-lffirtttive vs Negative―
Takahashi Y









小児内科 神経疾患16 35:679-685, 2003
4 頭部外傷
高橋義男 (脳神経外科)
小児救急ファース トエイ ドブック 診療科をこえて,協働のために (小田 滋:氏家良人 :編)
南江堂  132- 141pp,  2003
5 周産期異常の修復,再建医療一開放性三分脊椎 (髄膜瘤,脊髄髄膜瘤)の修復,再建医療―
高橋義男 (脳神経外科)

















/J ウヽ巳内不斗  35: 1372-74, 2003
6 -酸化窒素吸入療法の実態一全国アンケート調査―
川名 信、山蔭道明、並木昭義
Vedica1 0ases 5:61-64, 2003
7  Normalized pulse 17oltule and blood voltulc as scparatc indices of the finger arterial and venous
vascular tone: Exalnination under propofol
Tanaka O, Kawana S




森道夫 編 病気と分子細胞生物学 メディカルサイエンスインターナショナル,96108,2002
2  Precursor B lmphoblastic lympholna`)――夕可
横山繁昭、高桑麗子、垣本恭志、小田孝憲、松野孝
/1 児ヽがん  41: 155, 2003
-85 -









所内広報委員会  斎藤 哲哉 (委員長)、 前田 知美、石川 靖子、神 正美
前出 頼人、本島 迅人、阿部 弘美t木下 忠義
報
発行年月日 平成16年12月 日
発   行 北海道立小児総合保健センター




試 され る大 地
―歩前に出る勇気があればきっと何かが始まる
北海道立小児総合保健センター
〒047-0621小樽市銭函 1丁目10番1号
Tel(0134)62-5511
Fax (0134)62-5517
ホームページ http:■′… _prc・hOkkaido.lgjPA/ShC/
